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「『あらしのよるに』と、
わたしがおもう平和」

　「あらしのよるに」。登場するのはヤギとオオカミですが、
彼らにはお互いの情報がありません。相手がいくつで、男か
女か、自分よりもえらそうか、それとも気安いのか、怖い感
じなのか、全く分からないんです。わかっているのは声のみ。
そうしたときに２人は心が通じるあえるんだろうか。
　本というものはすべて主人公がいます。そして読んでいる
人は、主人公に気持ちを乗り移らせてドキドキハラハラして、
読みます。ですから、子どもに限らず読み物は 10 冊の本を
読めば、10 通りの主人公の気持ちになる。ということは自
分以外の人の気持ちになっている。それだけでも絵本という
のは価値がある、そう思っています。
　今、主人公の気持ちになると言いましたが、みなさんは「あ
らしのよるに」を群読で聞いて、ヤギの気持ちで聞いていま
したか？オオカミの気持ちで聞いてましたか？それとも２匹
を見守っている気持ちで聞いていましたか？ありがとござい
ます、この会場では３番目が一番多いんですね。1巻目では、
真実を知っているのは読んでいる人だけ。ですから、ついつ
い見守っている人の気持ちになります。
　「あらしのよるに」はいろんな方に紹介の文章を書いてもら
いました。宮本亜門さんは「僕にとってのガブ（オオカミ）
とメイ（ヤギ）は、国であり、人種であり、敵と味方であり、
貧富であり、宗教であり、男と女であり、地球上のありとあ
らゆるものの姿である」と書いてくれました。そんなわけで、
ガブとメイはありとあらゆるものの姿。それは読む人によっ
ていろんなふうに見えていいんだな、と。
　「あらしのよるに」は 7 巻もありますから、最低限のメッ
セージは入っています。でも、僕はメッセージ本というのは
あまり好きではないんですね。一人ひとり自由に受け取って
ほしいから。本には「生きた世界」があるので、読み返す度
に違ってもいいという気持ちで描いています。

　「あらしのよるに」も、憲法を内側に隠している？そう受
け取る人もいるだろうし、もしかしたら男と女の話し？と受
けとる方もいるかもしれない。作者としては絵本という形で
表現しているので、あえて平和についての話しをしなくても、
と思うのですが、今日はこういう機会ですので、僕が思う平
和のはなしをしたいと思います。

　僕は戦後に生まれたのでアメリカを一度も敵と思っていな
かったんです。テレビが入ってきて、毎日アメリカのホーム
ドラマとか、子どものものから大人のものまでたくさんのド
ラマをやってました。そうするとアメリカ人に対して友好的
な気持ちになっていくんですね。そう思うと今、日本の「ド
ラえもん」が海外でたくさん読まれているという事は、とて
もいいことだと思います。例えば「この国は敵だ」と国家立
場的に思っても、そこの人たちの暮らしぶりやその人たちの
いろんな生活をドラマとして見ていたら、個人的にはとても
そんな気持ちにならないと思います。戦争って子どものケン
カに似てますね。そっちがミサイルを持つならこちらも持つ
ぞ、ってどんどん緊張を高めていく。お互いがそれをやって
いったら最後はどうなるでしょう。
　「あらしのよるに」でヤギとオオカミがお友だちになったと
同じように、相手の事を知ると戦わなくてすむかもしれない。
　日本はマンガとアニメの最大の輸出国です。もちろん絵本
も海を渡っています。その
結果、いろんな日本の暮ら
し、文化を広めていけると
いうのは素晴らしい事です。
こういう文化交流をするこ
とも含め、憲法９条を最大
の日本の誇りとしてもっと
アピールしないとね。
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絵本を朗読する、きむら ゆういちさん

わたしがおもう平和

平和について今一度考えてみよう！
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日本国憲法公布 71 周年記念

日常を元気に健やかに過ごせるこ
とです。家族で揃って食事できる
と平和だなと思います。30代女性 あたり前の日常。大切な人が笑

顔で暮らせる毎日が、そして自
然も大切に、生き物皆が幸せで
あること。50 代

小さな所、まず自分、そして夫、
子供が毎日笑っていられるこ
と。そして周りの環境がそうさ
せてくれていることが平和だと
思います。40代女性

あたり前に旅に行けること。人々
と触れ合えること。50代女性

経済的にも軍事的にも福利厚生
的にも安平で和やかに過ごせる
もの。50代

ノーベル賞作家アレクシェヴィ
チの『戦争は女の顔をしていな
い』に出会って、これまで描か
れてきた戦争／平和像が大逆転
しました。70代男性

 あしたが今日よりいい日になると思えること。50 代男性

にらめっこ 30 周年記念パーティーにかけつけて下さった方々に「わたしがおもう平和」を書いていただきました。


